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延
享
元
年
、
徳
川
宗
直
の
御
帰
城
と
橋
本
町
方

笠
　
原
　
正
　
夫

は
じ
め
に

　
『
南
紀
徳
川
史
』
に
は
、
歴
代
の
紀
州
藩
主
の
江
戸
御
参
府
（
参
勤
交
代
）
と
御
帰
城
（
国
）
の
行
程
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
が

記
さ
れ
て
い
る
。
紀
州
藩
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
藩
政
史
料
の
少
な
い
現
状
で
、『
南
紀
徳
川
史
』
は
貴
重
な
史
料
と
し
て
藩
政
史
研

究
に
活
用
さ
れ
て
来
た
。
周
知
の
と
お
り
『
南
紀
徳
川
史
』
は
堀
内
真
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
史
料
集
で
、
藩
政
史
以
外
に
、
経
済

史
、
文
化
史
、
宗
教
史
や
民
俗
学
の
研
究
に
お
い
て
も
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
藤
本
清
二
郎
氏
は
、
三
浦
家
文
書
の
「
江
戸
出
府
日
記
」「
御
用
番
留
帳
」「
年
中
日
記
」「
家
乗
」
の
関
連
記
事
な

ど
を
検
討
し
て
参
勤
交
代
の
時
期
、
行
程
に
つ
い
て
、『
南
紀
徳
川
史
』
の
記
述
の
参
勤
交
代
の
行
程
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
（
１
）。

　

参
勤
交
代
の
制
度
化
に
よ
り
諸
大
名
を
統
轄
し
て
徳
川
幕
府
権
力
は
確
立
さ
れ
て
行
く
が
、
幕
藩
体
制
の
根
幹
に
あ
た
る
参
勤
交

代
の
行
程
の
記
述
に
お
い
て
正
確
性
に
欠
け
る
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、『
南
紀
徳
川
史
』
の
他
の
記
述
の
部
分
に
お
い
て
も
正
確
で
あ

る
か
ど
う
か
疑
問
が
湧
い
て
く
る
の
を
否
定
で
き
ず
、
そ
の
利
用
に
お
い
て
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
点
か

ら
も
藤
本
氏
が
提
起
さ
れ
た
意
味
は
大
き
く
、
今
後
の
紀
州
藩
の
藩
政
史
研
究
に
お
い
て
も
慎
重
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
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本
稿
は
、
第
六
代
藩
主
徳
川
宗
直
の
江
戸
か
ら
の
帰
国
に
備
え
て
作
成
さ
れ
た
「
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
覚
書
帳
（
２
）」
を
基
に
参
勤
交

代
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
江
戸
か
ら
の
長
い
旅
路
を
経
て
紀
伊
国
に
到
着
し
た
宗
直
の
一
行
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る
の
か
、
留
守
を

あ
ず
か
る
紀
州
藩
の
上
層
部
が
立
案
し
た
計
画
が
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官
か
ら
橋
本
町
方
に
も
届
け
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
松
坂
に
帰
っ

て
来
て
、
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
橋
本
町
へ
入
っ
て
来
る
藩
主
一
行
の
対
応
に
つ
い
て
、
こ
の
「
覚
書
帳
」
は
、
詳
細
に
記
し
て
い
る

が
、
通
行
し
て
来
る
道
筋
と
そ
れ
を
迎
え
る
人
々
の
動
き
や
宿
所
と
な
る
橋
本
町
と
東
家
村
の
受
け
入
れ
体
制
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
藩
主
徳
川
宗
直
の
参
勤
交
代
の
帰
国
は
、
伊
都
・
橋
本
地
方
の
領
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
負
担
を
課
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　

参
勤
交
代
の
通
行
路
の
変
遷

　

紀
伊
徳
川
家
の
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
の
御
参
府
は
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
閏
十
二
月
十
七
日
が
最
初
で
、
そ
の
後
も
何
度
か
行

わ
れ
て
い
る
（
３
）。
一
般
に
は
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
の
武
家
諸
法
度
の
改
定
に
よ
り
一
年
お
き
の
江
戸
と
領
国
の
間
の
往
復
が
規

定
さ
れ
、
幕
府
の
統
制
力
が
強
化
さ
れ
た
と
す
る
が
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
紀
伊
徳
川
家
の
場
合
一
年
お
き
の
御

参
府
の
制
度
が
定
着
す
る
の
は
万
治
二
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
（
４
）。
頼
宣
は
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
家
督
を
譲
る

が
、
そ
の
後
の
寛
文
九
年
が
最
後
の
御
参
府
で
あ
る
（
５
）。
頼
宣
の
御
参
府
は
、
和
歌
山
を
発
ち
、
伊
勢
街
道
を
岩
出
・
橋
本
を
経
て
大
和

領
に
入
っ
た
。
土
田
・
越
部
を
通
り
鷲
家
に
着
き
、
高
峰
の
高
見
峠
を
越
え
て
伊
勢
松
坂
領
に
入
り
、
川
俣
街
道
を
通
っ
て
松
坂
に
到

る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
大
和
領
以
外
は
す
べ
て
紀
伊
徳
川
家
の
所
領
で
あ
る
。「
国
祖
以
来
大
慧
公
御
代
（
徳
川
宗
直
時
代
）
ま
で
は
、

江
戸
御
参
府
に
は
松
坂
領
大
口
浦
か
ら
三
州
吉
田
、
尾
州
熱
田
へ
御
渡
海
、
御
帰
国
は
右
両
所
か
ら
大
口
浦
へ
御
航
海
あ
ら
せ
ら
る
。

吉
田
御
渡
海
は
龍
祖
御
代
に
止
ま
り
、
以
後
は
大
口
・
熱
田
間
御
渡
海
な
り
、
時
と
し
て
は
陸
路
御
旅
行
も
あ
り
た
る
也
（
６
）」
と
あ
り
、
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松
坂
領
大
口
浦
か
ら
伊
勢
湾
を
船
で
北
上
し
て
尾
張
領
・
三
河
領
へ
渡
海
し
、
東
海
道
を
宿
場
沿
い
に
江
戸
へ
向
っ
て
い
る
。
寛
文

十
一
年
（
一
六
七
一
）
の
第
二
代
藩
主
徳
川
光
貞
も
御
参
府
に
は
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
松
坂
城
へ
入
り
、
大
口
浦
か
ら
海
路
を
尾
張
へ

渡
り
、
東
海
道
を
通
っ
て
行
っ
た
が
、
江
戸
ま
で
御
参
府
に
要
し
た
日
数
は
一
三
〜
一
六
日
と
推
定
さ
れ
る
（
７
）。
し
か
し
、
海
路
は
便
利

で
あ
る
が
天
気
に
左
右
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
光
貞
に
隨
伴
し
た
家
老
三
浦
為
隆
の
「
年
中
日
記
」
の
元
禄
五
年
三
月
五
日
・
六
日
の

記
述
に
、「
天
気
悪
し
く
御
渡
海
難
被
遊
ニ
付
陸
地
ヲ
御
越
」
と
あ
り
、
伊
勢
湾
を
縦
断
で
き
ず
に
日
数
の
要
す
る
陸
路
を
白
子
・
四

日
市
を
通
り
、
桑
名
を
経
て
熱
田
へ
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
８
）。

　

光
貞
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
三
月
、
江
戸
か
ら
の
帰
国
の
と
き
、「
上
海
道
御
越
、
四
月
七
日
北
伊
勢
御
通
行
被
遊
」
と
あ

る（９
）。
通
常
の
松
坂
か
ら
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
和
歌
山
へ
入
る
行
程
を
と
ら
ず
に
上
方
地
方
に
目
を
向
け
て
、
京
都
・
大
坂
の
「
上
海

道
」
を
通
行
し
て
い
る
。

　

一
七
世
紀
末
〜
一
八
世
紀
初
の
紀
州
藩
は
、
三
代
綱
教
、
四
代
頼
職
、
五
代
頼
方
と
、
光
貞
の
実
子
の
三
兄
弟
の
藩
主
時
代
で
あ

る
。
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
御
参
府
・
御
帰
城
と
も
京
都
、
大
坂
を
利
用
し
て
お
り
、
従
来
の
松
坂
経
由
の
伊
勢
街
道
の
通
行
に
代

わ
っ
て
上
方
街
道
の
通
行
が
体
制
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る）10
（

。
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
飛
脚
便
の
発
達
や
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ

た
の
で
、
夜
間
の
通
行
や
早
朝
の
出
発
に
も
対
応
で
き
る
都
市
的
な
機
能
が
各
地
で
整
っ
て
来
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
上
方
地

方
に
お
い
て
は
そ
の
発
達
が
目
覚
し
く
、
上
方
街
道
の
利
用
が
便
利
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

元
禄
期
に
な
っ
て
、
上
方
地
方
は
経
済
的
向
上
を
基
盤
に
し
て
飛
躍
的
な
社
会
発
展
が
あ
り
、
高
度
な
文
化
も
生
ま
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
上
方
地
方
の
動
向
を
無
視
し
て
、
各
藩
と
も
に
領
国
統
治
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
紀
州
藩
に
お
い
て
も
御
参
府
・
御
帰
城

時
に
通
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
京
都
、
大
坂
の
状
況
を
吸
集
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
上
方
街
道
は
、
紀
州
藩
の
御
参

府
と
御
帰
城
の
本
街
道
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

徳
川
吉
宗
が
第
八
代
将
軍
と
な
っ
た
あ
と
の
紀
州
藩
へ
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
五
月
、
従
兄
弟
の
松
平
頼
純
が
伊
豫
西
條
か
ら
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赴
任
し
た
。『
南
紀
徳
川
史
』
は
、「
五
月
朔
日
御
本
家
御
相
続
徳
川
左
京
大
夫
ト
奉
稱
」
と
あ
る）11
（

。
第
六
代
藩
主
徳
川
宗
直
で
あ
る
。

宗
直
の
御
初
入
り
は
享
保
三
年
四
月
で
あ
る
が
、
そ
の
後
四
一
年
に
及
ん
だ
宗
直
の
藩
主
在
任
中
に
御
参
府
は
一
七
回
行
わ
れ
て
お

り
、
江
戸
、
和
歌
山
の
往
復
は
三
四
回
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
半
数
の
一
七
回
は
、
初
代
徳
川
頼
宣
以
来
の
松
坂
を
経
由
す
る
道
筋
を

と
っ
て
お
り
、
一
二
回
は
京
都
・
大
坂
を
経
由
す
る
上
方
街
道
を
通
っ
て
い
る
。
五
回
は
記
述
が
な
く
不
明
で
あ
る）12
（

。

　

元
禄
期
の
上
方
地
方
の
発
展
に
伴
な
い
紀
州
藩
の
御
参
府
・
御
帰
城
の
通
行
路
は
、
従
来
の
松
坂
経
由
か
ら
京
都
・
大
坂
を
視
野
に

入
れ
る
上
方
街
道
を
通
る
行
程
が
、
吉
宗
の
時
代
に
制
度
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
直
の
時
代
に
な
っ
て
松
坂
経
由
の
伊
勢
街

道
の
通
行
に
戻
っ
て
い
る
。
と
く
に
宗
直
の
藩
主
就
任
直
後
の
享
保
期
に
激
増
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

伊
豫
西
條
か
ら
紀
州
藩
主
に
迎
え
ら
れ
た
宗
直
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
領
国
内
の
事
情
が
い
ま
ひ
と
つ
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
短
命

で
あ
っ
た
と
は
い
え
綱
教
・
頼
職
・
頼
方
（
吉
宗
）
の
三
兄
弟
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
父
親
光
貞
に
伴
わ
れ
て
領
国
の
巡
見
を
何
度
も

行
っ
て
い
た
。
宗
直
に
と
っ
て
は
、
自
身
が
藩
主
と
し
て
統
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
国
の
状
況
や
領
民
の
生
活
の
よ
う
す
を
知
る

こ
と
が
急
が
れ
た
。

　

享
保
三
年
四
月
に
紀
伊
国
に
入
国
し
た
宗
直
は
、
七
日
と
九
日
に
岩
出
御
殿
、
十
日
に
は
椒

は
じ
か
み

御
殿
を
訪
ず
れ
、
十
一
月
に
は
伊
勢

領
松
坂
か
ら
田
丸
に
か
け
て
の
巡
見
を
し
て
い
る）13
（

。
翌
四
年
に
な
り
、
江
戸
御
参
府
に
出
発
す
る
直
前
の
二
月
に
御
坊
村
の
西
円
寺

（
の
ち
の
御
坊
別
院
）
を
訪
れ
て
お
り
、
精
力
的
に
領
内
を
廻
っ
て
い
る
。
同
六
年
十
月
、
将
軍
吉
宗
は
和
歌
浦
東
照
宮
の
他
、
日

前
・
国
懸
両
宮
、
伊
太
祈
曽
、
須
佐
明
神
、
刺
田
比
古
や
本
宮
・
新
宮
・
那
智
の
熊
野
三
山
の
九
社
に
真
太
刀
一
振
と
御
馬
代
と
し
て

黄
金
一
枚
を
贈
っ
た
が
、
宗
直
が
そ
れ
に
関
与
し
て
い
る）14
（

。
同
七
年
十
月
十
五
日
か
ら
宗
直
は
熊
野
地
方
の
巡
見
に
出
発
し
、
熊
野
地

方
に
初
め
て
足
を
入
れ
、
熊
野
三
山
の
社
参
を
し
て
い
る）15
（

。
同
九
年
に
は
三
山
社
中
が
幕
府
に
願
い
出
て
、
翌
十
年
に
諸
国
か
ら
多
額

の
勧
化
金
を
集
め
、
再
建
に
取
り
組
ん
だ
。
享
保
十
五
〜
十
六
年
に
か
け
て
再
建
工
事
が
実
施
さ
れ
た
が
、
宗
直
が
再
建
の
責
任
者
と

な
り
、
修
築
工
事
の
現
場
で
は
新
宮
城
主
水
野
大
炊
頭
と
家
老
三
浦
為
隆
が
つ
と
め
て
い
る）16
（

。
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熊
野
地
方
を
訪
れ
た
宗
直
は
、
耕
地
の
乏
し
い
山
村
が
多
く
、
生
産
性
の
低
い
耕
地
と
薪
炭
生
産
以
外
に
頼
れ
る
生
産
の
乏
し
い
領

民
の
生
活
を
知
り
、
そ
の
対
策
を
構
じ
て
い
る
。
享
保
七
年
と
八
年
に
出
さ
れ
た
倹
約
令
は
、
家
臣
団
を
対
象
と
し
た
も
の
と
は
異
な

り
、「
消
極
的
の
倹
約
令
に
依
ら
ず
し
て
積
極
的
に
富
力
の
増
進
を
図
り
し
は
、
時
流
に
超
越
せ
る
卓
見
と
い
ふ
べ
き
な
り
」
と
評
さ

れ
た）17
（

。
紀
州
藩
の
明
律
研
究
の
中
か
ら
育
っ
て
来
た
法
令
担
当
者
に
よ
り
集
大
成
さ
れ
た
倹
約
令
で
あ
る
。
ま
た
紀
州
の
農
村
に
脈
々

と
生
き
続
け
て
い
る
「
父
母
状
」
の
精
神
を
復
活
し
て
農
民
教
化
に
生
か
そ
う
と
し
た）18
（

。

　

享
保
十
五
年
、
和
歌
山
城
下
湊
紺
屋
町
一
丁
目
の
御
材
木
蔵
の
構
内
の
湊
御
仕
入
方
元
役
所
の
設
立
は
、
一
七
世
紀
末
に
熊
野
地

方
の
山
間
部
の
領
民
の
救
済
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
御
救
」
の
理
念
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
世
襲
制
に
よ
る
手
代

に
代
わ
り
、
新
た
な
人
材
を
登
用
し
、
経
験
豊
か
な
町
人
も
町
手
代
と
し
て
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
た
斬
新
で
合
理
的
な
仕
法
へ
の

転
換
で
あ
る）19
（

。

　

紀
伊
国
へ
入
国
し
て
以
来
、
宗
直
の
行
動
や
諸
政
策
を
見
る
と
、
江
戸
参
府
や
江
戸
か
ら
の
帰
国
に
宗
直
は
、
つ
と
め
て
松
坂
経
由

の
行
程
を
選
ん
で
い
る
理
由
が
理
解
で
き
る
。
伊
勢
街
道
を
松
坂
ま
で
通
行
す
る
こ
と
に
よ
り
紀
の
川
筋
の
岩
出
・
粉
河
・
名
手
・
橋

本
と
続
く
在
町
や
周
辺
の
農
村
部
や
川
俣
街
道
を
通
っ
て
伊
勢
平
野
の
村
々
の
状
況
を
直
接
掌
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
華
や
か

な
大
名
行
列
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
紀
州
藩
主
の
権
威
を
領
民
に
知
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。
分
家
の
西
條
藩
か
ら
入
っ
て
紀
州
藩
主

と
な
っ
た
宗
直
が
、
統
治
者
と
し
て
領
国
内
の
実
状
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、
江
戸
と
の
往
復
の
通
行
は
そ
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
っ
た
。

　

宗
直
の
後
を
継
い
だ
七
代
藩
主
宗
将
以
後
の
藩
主
の
御
参
府
、
御
帰
城
は
上
方
街
道
を
通
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る）20
（

。
伊
勢
街

道
は
、
伊
勢
領
の
統
治
の
た
め
に
松
坂
へ
赴
任
す
る
諸
藩
士
や
諸
商
人
の
往
来
者
や
伊
勢
参
り
の
人
々
も
多
く
通
行
し
て
い
る
。
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二　

過
酷
な
強
行
軍
の
大
名
行
列

　

紀
州
藩
は
、
紀
伊
領
に
三
八
万
石
余
、
伊
勢
領
に
一
八
万
石
余
の
所
領
を
支
配
し
て
い
る
。「
伊
勢
三
領
」
と
称
し
、
松
坂
領
は

一
四
八
か
村
、
七
万
四
七
三
石
余
、
田
丸
領
は
二
三
七
か
村
、
六
万
二
〇
一
三
石
余
、
白
子
領
は
七
二
か
村
、
四
万
七
八
〇
二
石
余
か

ら
な
っ
て
い
る）21
（

。
松
坂
城
を
守
護
し
、
伊
勢
領
の
全
域
を
統
轄
す
る
の
が
松
坂
御
城
代
で
あ
る
。
松
坂
御
城
代
は
七
〇
〇
石
、
大
番
頭

格
の
上
級
藩
士
で
、
松
坂
城
内
の
役
所
に
在
勤
し
た）22
（

。
松
坂
御
城
代
の
配
下
に
は
、
勢
州
奉
行
、
松
坂
町
奉
行
、
松
坂
御
船
奉
行
、
御

代
官
（
松
坂
・
田
丸
・
白
子
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
掌
が
置
か
れ
、
和
歌
山
か
ら
派
遣
さ
れ
た
多
数
の
紀
州
藩
士
が
勤
務
し
て
い
た
。

彼
ら
は
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
赴
任
し
た
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
一
月
の
橋
本
町
船
仲
間
が
大
庄
屋
に
願
い
出
た
書
状
に
、

「
勢
州
御
役
人
様
方
例
年
極
月
押
詰
り
御
戻
被
成
候
節
ハ
旅
舟
ハ
無
之
、
面
々
勝
手
仕
廻
等
も
得
不
仕
候
て
も
御
用
ニ
候
ヘ
ハ
罷
下
リ

申
候
」
と
あ
り）23
（

、
勢
州
勤
務
の
役
人
が
年
末
に
和
歌
山
へ
帰
っ
て
来
る
が
、
橋
本
で
は
和
歌
山
へ
下
る
川
舟
も
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
藩
の
御
用
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
橋
本
船
仲
間
だ
け
が
勢
州
勤
務
の
藩
士
を
和
歌
山
へ
乗
せ
て
行
く
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

　

伊
勢
街
道
は
、
大
和
領
の
村
々
を
通
っ
て
い
る
が
、
距
離
的
に
は
紀
州
藩
の
所
領
の
紀
伊
領
と
伊
勢
領
の
部
分
が
多
く
、
藩
都
和
歌

山
と
伊
勢
松
坂
を
結
ぶ
最
短
距
離
で
あ
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
紀
州
藩
で
は
藩
祖
徳
川
頼
宣
や
第
二
代
藩
主
徳
川
光
貞
の
藩
政

初
期
の
頃
か
ら
藩
主
の
江
戸
御
参
府
や
御
帰
城
の
と
き
に
利
用
し
て
来
た
。「
和
州
越
部
・
土
田
・
鷲
家
村
大
概
之
趣）24
（

」
に
よ
る
と
、

「
南
龍
院
様
御
入
国
之
砌
、
御
願
被
為
遊
御
領
分
へ
入
申
候
、
江
戸
御
往
来
之
節
之
御
用
相
勤
申
候
」
と
あ
り
、
徳
川
頼
宣
が
紀
伊
国

に
入
国
し
た
と
き
に
、
和
州
の
越
部
・
土
田
・
鷲
家
の
三
村
は
徳
川
頼
宣
が
参
勤
交
代
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
幕
府
か
ら
紀
州
領
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
年
貢
は
田
畑
と
も
米
納
に
し
、
元
和
六
年
よ
り
銀
納
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
三
村
は
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官

所
の
管
轄
下
に
あ
り
、
宗
門
改
め
を
は
じ
め
諸
法
令
な
ど
も
伊
都
郡
域
と
同
じ
内
容
が
公
布
さ
れ
て
い
た
。

　

和
歌
山
か
ら
松
坂
間
は
紀
伊
領
の
橋
本
、
大
和
領
の
鷲
家
、
松
坂
領
内
の
川
俣
街
道
に
沿
う
七
日
市
か
滝
野
あ
た
り
で
そ
れ
ぞ
れ
宿

泊
し
て
、
四
日
間
を
要
す
る
の
が
一
般
的
な
慣
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
の
距
離
は
お
お
よ
そ
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
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り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
に
あ
た
る
粉
河
、
越
部
、
粥

見
な
ど
に
休
所
を
設
け
て
昼
食
を
と
っ
た
り
し
た
。

鷲
家
と
七
日
市
・
滝
野
の
間
に
は
、
標
高
一
二
四
九

メ
ー
ト
ル
の
高
見
山
が
あ
り
、
大
和
と
伊
勢
の
国
境

で
あ
っ
た
。
か
な
り
高
所
に
あ
る
高
見
峠
を
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
伊
勢
街
道
の
最
大
の
難
所
と
し
て

通
行
者
を
苦
し
め
た
。

　

延
享
元
年
卯
月
の
「
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
覚
書

帳
」
に
伊
勢
街
道
沿
い
の
橋
本
町
か
ら
鷲
家
村
ま
で

の
三
八
か
村
の
村
々
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
街
道

の
道
筋
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
１
参

照
）。
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官
所
が
管
轄
す
る
村
々
で

あ
る
。
御
領
分
（
紀
伊
領
）
は
九
か
村
、
大
和
領
は
宇
智
郡
一
一
か
村
、
吉
野
郡
一
八
か
村
で
、
合
わ
せ
て
一
九
か
村
で
あ
る
。

　

橋
本
を
出
て
伊
勢
街
道
は
、
五
條
を
通
り
平
坦
な
宇
智
郡
の
阿
田
村
、
佐
名
手
村
あ
た
り
で
吉
野
川
北
岸
沿
い
に
出
て
吉
野
郡
の
下

淵
村
に
入
り
、
紀
州
藩
の
所
領
の
土
田
村
・
越
部
村
に
到
着
す
る
。
吉
野
川
北
岸
に
沿
っ
て
街
道
は
吉
野
木
材
の
集
散
地
の
上
市
村
を

過
ぎ
て
か
ら
、
吉
野
川
を
離
れ
て
大
海
寺
村
（
現
河
原
屋
村
）
で
支
流
に
沿
っ
て
内
陸
部
へ
入
る
。
山
深
い
吉
野
の
森
林
地
帯
の
中
の

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
峠
を
越
え
な
が
ら
小
集
落
を
つ
な
ぐ
坂
道
を
通
っ
て
山
中
に
開
け
た
三
茶
屋
村
に
到
り
、
さ
ら
に
東
へ
け
わ
し
い
山

道
を
通
っ
て
鷲
家
村
へ
到
着
す
る
。
鷲
家
村
は
紀
州
藩
の
支
配
地
で
本
陣
、
伝
馬
所
の
他
に
旅
籠
が
多
く
、
吉
野
森
林
地
帯
の
東
部
に

拓
け
た
伊
勢
街
道
の
拠
点
で
、
伊
勢
巡
見
の
紀
州
藩
主
の
一
行
や
伊
勢
領
に
赴
任
す
る
多
く
の
紀
州
藩
士
も
宿
所
に
利
用
し
て
い
た
。

郡 村名
御領分 橋本町
同 妻村
同 河瀬村
同 下兵庫村
同 上兵庫村
同 中嶋村
同 垂井村
同 芋生村
同 上夙村
宇智郡 畑田村
同 相谷村
同 上野村
同 大飼村
同 二見村
同 五條村
同 今井村
同 宇野村
同 三在村
同 阿田村
同 佐名手村

郡 村名
吉野郡 下淵村
同 檜垣本村
同 土田村
同 越部村
同 新野村
同 北六田村
同 増口村
同 上市村
同 大海寺村
同 立野村
同 佐々羅村
同 平尾村
同 山口村
同 香束村
同 柳村
同 三ッ茶屋村
同 小名村
同 鷲家村

（「御参府・御帰城之節覚書
帳」より作成）

表１　橋本町と鷲家村間の村々
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参
勤
交
代
は
、
御
参
府
に
お
い
て
も
御
帰
城
に
お
い
て
も
移
動
日
は
早
朝
の
暗
い
う
ち
に
出
発
し
、
夜
の
お
そ
い
時
刻
の
到
着
が
普

通
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
世
中
期
ご
ろ
の
「
申
年
正
月
」
に
勢
州
行
き
綛
糸
売
子
の
三
人
が
、
綛
屋
年
行
司
衆
に
願
い
出
た
「
乍
恐
口
上）25
（

」
に
よ

る
と
、「
橋
本
今
越
部
迄
者
里
数
も
有
之
候
付
、
短
日
之
節
ハ
直
通
シ
テ
難
相
成
候
趣
被
申
候
付
、
五
條
宿
ニ
而
中
継
致
さ
せ
御
座
候
、

右
五
條
継
之
義
者
橋
本
受
御
座
候
」
と
あ
り
、
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
綛
糸
商
い
を
し
て
い
る
商
人
た
ち
が
、
橋
本
町
か
ら
越
部
村
ま
で

の
一
日
の
行
程
で
は
、
日
の
短
い
冬
期
で
は
無
理
で
あ
る
と
し
て
、
五
條
村
で
の
中
継
ぎ
を
決
め
て
い
る
。
伊
勢
街
道
は
五
條
ま
で
は

平
坦
な
道
が
続
き
、
五
條
を
過
ぎ
て
か
ら
も
吉
野
川
沿
い
の
村
々
も
比
較
的
平
坦
で
あ
る
。
綛
糸
商
人
が
一
日
の
行
程
で
は
無
理
だ
と

い
う
距
離
の
二
倍
以
上
で
、
し
か
も
峠
越
え
の
山
道
を
通
っ
て
来
る
紀
州
藩
の
一
行
は
想
像
以
上
の
過
酷
な
強
行
軍
で
あ
っ
た
。

三　
「
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
覚
書
帳
」
に
み
る
橋
本
町
の
状
況

　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
卯
月
、
江
戸
参
府
中
の
徳
川
宗
直
か
ら
帰
国
の
通
達
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
、
国
元
で
は
そ
の
受
け
入
れ
の

た
め
の
準
備
が
必
要
と
な
っ
た
。
宗
直
一
行
が
通
行
し
て
来
る
伊
勢
街
道
が
、
郡
内
を
横
断
し
て
い
る
伊
都
・
那
賀
両
郡
で
は
、
郡
奉

行
御
代
官
所
が
支
配
下
の
全
大
庄
屋
に
通
達
を
出
し
て
そ
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。
延
享
元
年
卯
月
の
「
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
覚

書
帳
」
の
筆
者
は
、
そ
の
表
紙
に
「
橋
谷
組
大
庄
屋
」
と
書
い
て
い
る
が
、
橋
谷
組
は
存
在
せ
ず
、
伊
都
郡
上
組
橋
谷
村
に
居
住
す
る

贄
川
氏
が
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う）26
（

。
こ
の
「
覚
書
帳
」
に
よ
っ
て
、
宗
直
の
帰
国
に
備
え
て
橋
本
町
を
中
心
と
す
る
伊
都
郡
の
人
々

が
、
ど
の
よ
う
な
負
担
を
課
せ
ら
れ
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
覚
書
帳
」
の
最
後
尾
に
、「
御
往
来
之
時
覚
書）27
（

」
が
記
さ

れ
て
い
る
。
藩
主
や
藩
政
を
担
当
す
る
諸
藩
士
が
、
平
時
に
領
内
を
巡
視
す
る
と
き
や
伊
勢
三
領
の
巡
見
、
ま
た
紀
州
藩
主
の
家
族
や

縁
者
が
通
行
す
る
と
き
な
ど
に
は
、
そ
の
直
前
に
大
庄
屋
の
指
示
に
よ
り
村
々
で
は
村
役
人
が
街
道
の
状
況
を
調
査
し
て
報
告
し
た
。

郡
奉
行
御
代
官
所
は
、
そ
の
調
査
を
も
と
に
し
て
郡
内
の
状
況
を
把
握
し
て
通
行
の
便
宜
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
内
容
が
「
御
往
来
之
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時
覚
書
」
と
し
て
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
。「
御
往
来
之
時
覚
書
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
関
係
す
る
村
々
に
よ
っ
て
何
度
も
修
理

改
修
を
繰
り
返
し
な
が
ら
安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
街
道
の
問
題
箇
所
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
付
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
「
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
覚
書
帳
」
の
内
容
を
大
別
す
る
と
、
⑴
陸
路
で
あ
る
伊
勢
街
道
の
安
全
な
通
行
の
た
め
の
街
道
の
整
備
と

紀
州
藩
の
支
配
地
で
あ
る
大
和
三
領
（
土
田
・
越
部
・
鷲
家
の
三
か
村
）
の
統
轄
と
詰
所
の
設
置
に
関
す
る
こ
と
、
⑵
宗
直
の
宿
泊
所

に
な
る
橋
本
御
殿
の
整
備
と
家
臣
団
が
宿
泊
す
る
橋
本
町
と
東
家
村
の
宿
所
の
確
保
と
宿
割
り
、
町
中
の
治
安
の
維
持
に
関
す
る
こ

と
、
⑶
二
〇
〇
艘
余
の
川
舟
の
確
保
と
早
朝
の
出
船
に
備
え
て
の
橋
本
町
の
川
船
仲
間
の
諸
準
備
や
狭
い
川
岸
で
の
乗
船
や
出
船
の
世

話
、
紀
の
川
を
下
る
に
あ
た
っ
て
川
舟
の
安
全
な
通
行
の
た
め
の
諸
警
備
な
ど
、
三
点
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
こ
の
三
項
目
を
検
討
し
て
、
藩
主
の
参
勤
交
代
に
領
民
が
ど
う
い
う
形
で
参
加
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
領
民
に
対

し
て
過
酷
な
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

⑴　

伊
勢
街
道
の
整
備

　

御
参
府
・
御
帰
城
に
つ
い
て
の
御
触
が
発
表
さ
れ
る
と
、
御
道
筋
破
損
の
修
繕
所
や
道
橋
の
大
破
の
箇
所
が
あ
れ
ば
書
状
で
申
し
出

る
よ
う
に
通
達
を
出
し
、
各
大
庄
屋
が
見
分
、
吟
味
を
し
て
郡
御
奉
行
衆
へ
報
告
さ
せ
て
い
る
。
道
筋
で
山
根
・
岩
石
な
ど
が
む
き
出

し
に
な
っ
て
い
る
所
々
や
川
沿
い
の
橋
梁
の
危
な
い
所
は
な
い
か
を
村
々
に
尋
ね
て
聞
き
出
す
よ
う
に
仰
つ
け
て
い
る
。
と
く
に
通
行

当
日
在
々
の
寺
社
や
地
士
の
御
目
見
に
出
る
人
の
名
前
と
、
そ
の
居
住
の
場
所
を
聞
き
出
す
こ
と
、
道
筋
へ
胡
乱
者
な
ど
が
徘
徊
し
な

い
よ
う
に
注
意
を
し
て
い
る
。

　

伊
勢
街
道
は
、
紀
伊
領
か
ら
大
和
領
へ
と
続
い
て
行
く
が
、
橋
本
町
は
国
境
に
近
く
重
要
な
要
衝
で
あ
り
、
御
参
府
・
御
帰
城
と
も

藩
主
は
必
ら
ず
橋
本
御
殿
に
立
寄
っ
た
。
そ
の
た
め
橋
本
町
方
で
は
人
馬
の
準
備
が
必
要
で
、
一
行
の
お
供
衆
を
含
む
正
確
な
人
数
を
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早
く
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
御
当
日

十
五
・
六
日
前
御
供
人
数
合
候
上
、
人
馬
伊
都
、
上
郡
賀
・
土
田
・
越
部
へ
相

尋
、
員
数
ヲ
決
メ
不
足
之
時
ハ
寺
領
・
河
州

和
州
馬
雇
ニ
遣
レ
可
申
候
」
と
、
十
五
・
六
日
前
に
村
々
か
ら
人
馬
を
集
め
た
。
和

州
領
の
人
馬
は
前
田
次
郎
兵
衛
方
、
寺
領
の
人
馬
は
清
水
村
の
萱
野
孫
四
郎
方
へ
依
頼
し
、
河
州
領
の
馬
は
紀
伊
見
峠
肝
煎
方
へ
申
し

付
け
た
。
ま
た
橋
本
町
方
で
は
、
集
め
ら
れ
た
賃
人
足
は
伝
馬
所
庄
屋
の
居
住
す
る
近
辺
に
集
め
た
。
賃
人
足
は
伊
都
郡
の
「
三
組
御

証
文
立
」（
上
組
、
中
組
、
丁
ノ
町
組
）
と
し
て
伝
馬
所
払
い
で
処
理
し
た
。

　

和
州
の
三
領
（
土
田
・
越
部
・
鷲
家
）
は
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官
所
が
統
轄
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
御
帰
城
に
は
橋
本
町
方
仲
間

の
う
ち
よ
り
越
部
へ
詰
め
る
当
番
を
派
遣
し
、
和
州
の
人
馬
を
雇
う
世
話
を
し
た
。
越
部
へ
は
人
馬
を
雇
う
世
話
を
す
る
当
番
が
到

着
す
る
八
日
前
に
行
っ
て
任
務
に
つ
い
た
。
伊
都
郡
の
大
庄
屋
た
ち
も
三
日
前
に
越
部
に
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
月
六

日
付
で
、
伊
都
郡
の
大
庄
屋
脇
太
兵
衛
・
西
山
勘
兵
衛
が
連
名
で
他
の
五
郡
（
名
草
・
海
士
・
那
賀
・
有
田
・
日
高
）
の
大
庄
屋
中

に
あ
て
た
書
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
此
度
御
上
国
之
節
当
月
（
四
月
）
十
三
日
和
州
鷲
家
御
止
宿
、
十
四
日
土
田
御
休
に
付
、
右
之

所
々
ニ
而
相
立
候
人
馬
入
用
銀
去
ル
辰
年
（
元
文
元
）
御
上
国
之
時
和
州
ニ
而
入
用
割
符
銀
之
積
リ
ヲ
以
郡
々

銀
子
持
参
候
様
ニ

御
申
付
可
被
成
候
、
最
御
用
詰
役
人
来
ル
九
日
土
田
ヘ
参
着
候
様
可
被
成
候
」
と
あ
り
、
伊
勢
松
坂
を
出
発
し
て
来
た
宗
直
一
行
は
、

和
州
鷲
家
に
到
着
し
て
止
宿
し
、
十
四
日
に
出
発
し
て
土
田
で
昼
食
休
憩
を
と
り
、
夕
方
に
は
橋
本
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

　

大
和
領
内
の
接
待
は
口
六
郡
大
庄
屋
の
連
帯
責
任
で
あ
り
、
口
六
郡
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
た
大
庄
屋
・
杖
突
た
ち
は
、
到
着
の
二
日

前
に
越
部
に
参
集
し
た
。
こ
の
と
き
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
御
帰
城
時
の
前
例
に
倣
い
、
和
州
で
の
入
用
割
賦
銀
を
各
大
庄
屋

は
、
一
組
あ
た
り
銀
二
〇
〇
目
ず
つ
持
参
し
て
来
た
。
こ
の
銀
子
は
、
和
州
領
で
徴
発
す
る
人
馬
の
費
用
に
充
て
ら
れ
た
。
和
州
領
御

用
詰
役
人
を
勤
め
る
口
六
郡
の
大
庄
屋
・
杖
突
は
、
四
月
九
日
ま
で
に
土
田
へ
集
結
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
集

ま
っ
て
来
た
。
伊
勢
街
道
の
伊
勢
領
の
宿
場
波
瀬
（
川
俣
街
道
の
最
奥
地
）
か
ら
和
州
の
土
田
ま
で
の
間
の
人
馬
の
用
立
て
は
、
口
六
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郡
派
遣
の
大
庄
屋
衆
が
担
当
し
て
い
た
の
で
、
鷲
家
の
人
馬
の
世
話
も
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
和
と
伊
勢

の
国
境
の
高
見
峠
の
高
地
を
越
え
る
伊
勢
街
道
の
最
大
の
難
所
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
破
損
個
所
の
修
復
・
掃
除
は
、
十
四
・
五
日
前

に
通
達
し
て
村
々
か
ら
才
領
人
を
八
日
前
に
巡
回
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
両
日
前
に
は
大
庄
屋
が
見
分
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
念
を
入
れ

て
い
る
。
急
坂
が
多
く
悪
路
が
連
続
す
る
山
岳
地
帯
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
管
理
は
困
難
を
き
わ
め
た
。
通
行
当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

各
詰
所
に
詰
め
て
無
事
通
行
す
る
の
を
見
送
っ
た
。

　

御
参
府
・
御
帰
城
が
発
表
さ
れ
る
と
、
担
当
の
口
六
郡
の
大
庄
屋
は
他
行
き
を
禁
止
さ
れ
、
和
州
の
任
地
へ
行
き
、
各
詰
所
へ
配
置

さ
れ
て
人
馬
の
確
保
や
通
行
す
る
街
道
の
点
検
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。
大
庄
屋
に
と
っ
て
こ
の
御
用
役
は
過
酷

な
任
務
で
あ
っ
た
。

⑵　

橋
本
御
殿
の
整
備

　

御
帰
国
・
御
参
府
と
も
藩
主
は
橋
本
御
殿
へ
宿
泊
し
た
が
、
御
参
府
は
和
歌
山
か
ら
伊
勢
街
道
を
陸
路
の
通
行
で
あ
っ
た
。
御
帰
国

は
橋
本
か
ら
川
舟
で
紀
の
川
を
下
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　

紀
州
藩
で
は
、
歴
代
の
藩
主
や
上
級
家
臣
に
よ
る
領
内
の
巡
視
や
伊
勢
領
の
巡
見
時
に
は
橋
本
御
殿
が
再
三
利
用
さ
れ
て
い
る
。
橋

本
御
殿
の
掃
除
や
建
具
・
家
具
の
修
理
や
整
頓
、
諸
々
の
賄
い
は
、
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官
を
通
じ
て
指
示
さ
れ
た
が
、
橋
本
町
方
が

中
心
に
携
わ
っ
て
お
り
、
伊
都
の
三
組
か
ら
も
応
援
し
た
。「
御
殿
御
台
所
聞
次
肝
煎
、
庄
屋
之
事
」
に
よ
る
と
、
肝
煎
、
庄
屋
四
人

の
う
ち
、
二
人
は
橋
本
町
方
か
ら
出
す
よ
う
に
申
付
け
ら
れ
、
あ
と
の
二
人
は
下
両
組
（
丁
ノ
町
組
、
名
手
組
）
か
ら
出
し
て
い
る
。

他
に
小
遣
人
足
九
人
も
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
殿
賄
所
詰
役
人
は
東
家
組
（
上
組
）
よ
り
一
人
、
下
両
組
か
ら
一
人
と
小
遣

人
足
を
七
人
、
御
台
所
椀
方
人
足
四
人
、
御
厨
方
人
足
三
人
、
御
番
所
詰
人
足
三
人
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
橋
本
と
東
家
か
ら

「
功
者
成
者
」
を
呼
び
出
し
て
御
殿
内
の
整
理
を
さ
せ
、
壺
や
掛
け
軸
な
ど
の
飾
り
つ
け
は
町
方
の
家
々
か
ら
借
用
し
て
整
え
た
。「
御
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殿
御
掃
除
障
子
張
り
替
え
二
十
日
程
前
よ
り
被
仰
付
候
」
と
あ
り
、
早
く
か
ら
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
御
殿
の
掃
除
の
御
入
用
竹
ほ
う

き
は
御
殿
番
に
聞
き
あ
わ
せ
、
赤
塚
村
へ
御
花
生
け
の
竹
を
か
ね
て
九
寸
廻
り
の
青
竹
一
本
を
調
え
さ
せ
た
。「
花
生
ニ
而
候
故
、
隨

分
無
疵
ニ
而
青
色
成
ル
美
麗
ナ
竹
」
と
あ
る
。
そ
の
竹
は
直
後
に
は
御
船
場
の
垣
な
ど
に
使
用
し
た
。
御
殿
の
御
台
所
で
使
用
す
る
野

菜
な
ど
の
食
材
は
、
伊
都
三
組
の
う
ち
か
ら
庄
屋
三
・
四
人
が
品
々
を
整
え
、
御
台
所
の
側
に
建
て
た
御
殿
御
賄
部
屋
で
調
理
が
で
き

る
よ
う
に
整
え
た
。

　

宗
直
が
御
殿
に
到
着
す
る
ま
で
に
在
々
へ
盗
人
と
火
の
用
心
に
つ
い
て
の
触
を
出
し
、
一
両
日
前
か
ら
出
発
後
ま
で
野
山
焼
き
と
鉄

砲
の
使
用
を
禁
止
し
た
。
御
参
府
・
御
帰
城
時
と
も
橋
本
御
殿
の
内
外
に
番
屋
を
四
軒
建
て
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
一
軒
は
嘉
左
衛

門
宅
の
南
の
角
、
一
軒
は
河
川
半
四
郎
宅
の
前
、
一
軒
は
西
の
御
門
の
南
、
あ
と
の
一
軒
は
小
姓
部
屋
の
南
入
口
で
あ
っ
た
。

　
「
殿
様
御
機
嫌
能
只
今
橋
本
御
殿
江
御
着
座
被
為
遊
候
」
と
あ
り
、
四
月
十
日
の
夜
、
宗
直
は
無
事
橋
本
御
殿
に
到
着
し
た
。
御
殿

に
着
座
す
る
と
下
四
組
（
丁
ノ
町
・
名
手
・
粉
河
・
山
崎
の
各
組
）
と
岩
出
組
大
庄
屋
の
方
へ
伊
都
郡
奉
行
が
伝
馬
次
の
早
便
で
到
着

し
た
旨
の
書
状
を
出
し
た
。

　

大
庄
屋
脇
太
兵
衛
は
、
四
月
十
日
に
組
中
の
村
々
へ
対
し
て
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
橋
本
へ
牛
馬
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
申
付
け
て

い
る
。
行
列
一
行
は
多
く
の
馬
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
御
厩
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
す
そ
盥
、
飼
桶
な
ど
そ

の
他
の
入
用
物
も
整
え
た
。
三
組
の
庄
屋
の
う
ち
か
ら
立
会
人
を
出
し
、
馬
方
小
遣
い
人
足
一
人
を
申
付
け
た
。
四
月
十
日
〜
十
一
日

に
か
け
て
、
伝
馬
所
詰
め
に
は
周
辺
の
伝
馬
所
五
か
村
の
庄
屋
が
詰
め
て
い
た
。
ま
た
、
十
日
の
夜
は
、
御
殿
の
近
く
で
声
高
に
な
ら

な
い
よ
う
に
番
屋
の
者
や
御
殿
近
く
の
夜
番
の
者
に
は
心
得
さ
せ
た
。
橋
本
御
殿
の
維
持
と
管
理
は
橋
本
町
方
が
行
な
っ
て
い
た
が
、

藩
主
が
宿
泊
し
た
と
き
は
そ
の
任
務
は
過
大
に
な
り
負
担
を
強
い
た
。
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⑶　

宿
所
・
川
舟
の
準
備

　

橋
本
町
方
が
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
任
務
は
、「
御
当
日
十
日
程
前
、
郡
奉
行
衆
御
代
官
御
越
、
舟
組
・
宿
割
御
仕
組
可
被
成
候
」
と

あ
る
よ
う
に
、
川
舟
の
準
備
と
家
臣
団
一
行
の
宿
所
の
準
備
で
あ
っ
た
。
到
着
の
十
日
程
前
か
ら
伊
都
郡
奉
行
衆
・
御
代
官
も
加
わ
っ

て
そ
の
繁
雑
な
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。
前
例
の
宿
割
り
を
参
考
に
し
て
御
供
帳
、
宿
割
帳
か
ら
宿
割
り
の
手
を
付
け
て
い
る
。
橋
本

町
と
東
家
村
の
う
ち
で
宿
所
に
適
す
る
家
を
選
び
出
し
、
玄
関
側
の
見
繕
い
と
雨
漏
り
が
な
い
よ
う
に
修
復
を
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ

の
家
へ
申
渡
し
た
。「
御
宿
割
下
帳
」
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
橋
本
町
と
東
家
村
の
役
人
が
、
御
殿
詰
奥
役
と
表
役
か
ら
意
見
を
聞

い
て
作
成
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
「
御
宿
割
下
帳
」
は
、
大
庄
屋
に
見
せ
て
差
図
を
う
け
た
。
宿
割
り
が
決
ま
り
次
第
そ
の
家
々
へ
町

方
が
下
札
を
打
ち
に
廻
わ
り
見
分
を
う
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
所
へ
家
臣
団
の
銘
々
が
宿
泊
し
て
、
翌
朝
の
出
発
を
待
っ
た
。

　

も
う
一
方
の
「
船
組
帳
」
の
作
成
は
、
さ
ら
に
複
雑
で
あ
っ
た
。「
橋
本

御
供
舟
之
義
、
伊
都
、
上
那
賀
江
船
数
聞
合
書
付
指

上
、
他
郡
船
之
義
弥
極
之
通
御
用
ニ
相
立
候
哉
、
郡
奉
行
衆

聞
合
有
之
様
ニ
可
仕
事
」
と
あ
り
、
橋
本
町
所
属
の
川
舟
だ
け
で
は

足
り
な
い
の
で
、
伊
都
郡
奉
行
御
代
官
所
が
、
口
六
郡
の
各
役
所
に
あ
て
て
使
用
可
能
な
舟
数
の
調
査
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

六
郡
の
船
数
、
二
一
六
艘
と
寺
領
の
一
艘
の
川
舟
を
掌
握

し
て
い
る
。
そ
の
内
わ
け
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
伊

都
・
上
那
賀
域
で
七
〇
艘
（
三
二
・
四
％
）
と
最
も
多

く
、
那
賀
郡
域
が
五
四
艘
（
二
五
・
〇
％
）、
名
草
郡
域

が
二
二
艘
（
一
〇
・
二
％
）
で
、
紀
の
川
を
生
活
の
基
盤

に
置
く
川
上
船
が
全
体
の
六
八
・
六
％
を
占
め
て
い
る

が
、
そ
の
他
に
海
士
郡
域
が
三
六
艘
（
一
六
・
七
％
）
と

和
歌
山
町
舟
三
三
艘
（
一
五
・
三
％
）
も
加
わ
っ
て
い

表２　橋本川岸に集まった川船
六郡の船数 216

伊都・上那賀 70

東家組 30

大野組 1

丁ノ町組 17

名手組 2

粉河組 13

那賀郡 54

山崎組 8

三毛組 12

田中組 22

岩出組 12

名草郡 22

岩橋組 5

府中組 17

海士郡 36

吉原組 36

若山町舟 33

（延享元年卯月「御参府御帰城之節
覚書帳」より作成）
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る
。
海
士
郡
吉
原
組
の
川
舟
は
、
和
歌
山
町
舟
と
と
も
に
和
歌
山
城
下
町
を
基
盤
に
す
る
川
舟
で
あ
る
。
丁
ノ
町
組
、
粉
河
組
、
田
中

組
、
府
中
組
な
ど
川
上
舟
の
拠
点
か
ら
も
川
舟
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
紀
の
川
流
域
の
川
舟
を
総
動
員
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
川
舟
は

次
々
と
橋
本
の
川
岸
に
集
ま
っ
て
来
た
が
、
才
領
が
一
人
ず
つ
乗
り
組
ん
で
来
て
い
た
。
才
領
は
各
郡
奉
行
・
御
代
官
衆
へ
名
前
を
届

け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川
舟
は
橋
本
へ
登
っ
て
来
る
と
き
に
、
入
用
の
六
寸
廻
り
の
竹
二
本
と
七
寸
廻
り
の
竹
一
本
と
染
芹
二
〇
〇

目
を
積
ん
で
来
て
い
た
。

　

川
舟
は
、
橋
本
御
殿
近
く
の
川
岸
に
着
岸
す
る
よ
う
に
し
た
。
川
岸
に
集
ま
っ
た
川
舟
を
橋
本
町
川
舟
仲
間
が
見
分
し
て
、
御
供
船

に
は
「
宜
船
」
を
見
立
て
て
出
船
順
を
決
め
て
い
っ
た
が
、
御
供
船
と
賃
船
を
区
分
し
て
郡
奉
行
御
代
官
の
仮
判
に
よ
っ
て
区
別
し
、

「
船
組
帳
」
へ
記
帳
し
た
。
行
列
に
使
用
す
る
諸
荷
物
と
家
臣
団
一
行
が
所
持
す
る
銘
々
の
諸
荷
物
が
大
量
に
あ
り
、
そ
の
積
み
込
み

を
迅
速
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
川
岸
の
才
領
の
手
腕
が
問
わ
れ
た
。
渡
し
場
で
は
、
才
領
が
大
庄
屋
の
指
示
で
川
岸
の

船
付
場
の
近
辺
を
見
分
し
た
。

　

郡
奉
行
・
御
代
官
所
の
御
船
手
担
当
の
役
人
か
ら
瀬
堀
り
の
必
要
が
あ
る
と
の
指
示
が
出
る
と
、
瀬
堀
り
人
足
を
郡
中
へ
割
符
し

た
。
瀬
堀
り
は
御
船
手
方
に
よ
る
見
分
も
あ
り
、
瀬
堀
り
の
あ
る
年
を
聞
き
出
し
て
積
書
き
を
取
っ
て
必
要
な
人
足
を
徴
発
し
た
。
瀬

堀
り
を
す
る
と
き
は
、
橋
本
町
方
か
ら
「
功
者
成
ル
船
人
」
を
一
人
加
え
た
。
賃
米
は
瀬
堀
り
人
足
の
う
ち
か
ら
供
出
し
た
。

　

藩
主
が
乗
船
す
る
御
船
は
、
四
・
五
日
前
に
川
登
し
を
す
る
前
例
に
よ
り
登
し
て
来
た
。
市
脇
・
東
家
・
寺
脇
・
橋
本
の
役
人
衆
が

川
端
に
出
て
見
守
っ
た
。
御
船
手
役
人
や
水
主
の
者
の
宿
は
で
き
る
だ
け
橋
本
御
殿
の
近
辺
に
置
く
よ
う
に
申
付
け
た
。
御
帰
城
の
最

後
の
行
程
で
あ
る
紀
の
川
の
川
下
り
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。

　

御
殿
に
は
時
計
仕
掛
け
を
置
い
て
い
た
。
聞
き
つ
け
た
者
は
間
違
い
な
く
念
入
り
に
聞
い
て
小
遣
い
人
足
に
申
付
け
て
触
れ
さ
せ

た
。
時
触
れ
の
人
足
は
橋
本
・
東
家
の
両
所
に
置
か
れ
て
お
り
、
町
中
を
声
高
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
触
れ
廻
わ
っ
た
。

　

四
月
十
二
日
、
早
朝
七
ツ
時
（
午
前
四
時
）
に
橋
本
を
出
発
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
時
刻
が
近
づ
い
て
来
る
と
川
岸
の
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動
き
が
激
し
く
な
っ
て
来
た
。
狭
い
川
岸
へ
の
着
船
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
少
人
数
ず
つ
し
か
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
船
頭

は
着
岸
と
出
船
の
技
量
を
問
わ
れ
た
。

　
「
船
組
帳
」
は
橋
本
町
川
船
仲
間
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
御
船
手
役
人
や
船
頭
・
水
主
の
宿
舎
は
橋
本
御
殿
の
周
辺
に
設
け
て
い

た
。「
御
当
日
船
組
所
設
役
人
員
数
之
事
」
に
よ
る
と
、
伊
都
郡
の
う
ち
か
ら
大
庄
屋
二
人
と
庄
屋
・
肝
煎
五
人
を
選
び
、
他
に
船
組

手
伝
い
に
関
係
す
る
者
二
人
を
加
え
て
船
組
所
へ
集
め
て
指
揮
を
と
っ
た
。
橋
本
町
と
東
家
村
か
ら
案
内
人
を
五
人
出
さ
せ
て
町
角

に
立
っ
て
直
接
案
内
さ
せ
た
。
早
朝
の
出
船
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
家
臣
団
の
宿
所
の
人
数
を
割
り
当
て
て
い
た
が
、
宿
所
か
ら

多
く
の
宿
泊
者
が
一
度
に
出
て
来
て
混
乱
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官
所
か
ら
役
人
衆
が
出
て
来
て
も
め

ご
と
の
仲
裁
に
あ
た
っ
た
。
家
臣
団
の
宿
所
に
つ
い
て
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
四
月
十
六
日
の
御
帰
国
の
と
き
の
前
例
に
な

ら
い
銀
一
〇
匁
を
給
し
た
。

　

和
歌
山
ま
で
紀
の
川
を
下
る
川
舟
の
順
番
は
、
一
、
御
召
船
、
二
、
御
手
船
、
三
、
御
供
船
の
う
ち
御
荷
物
・
御
道
具
の
積
船
、

四
、
御
供
船
の
う
ち
行
列
の
御
道
具
の
品
々
を
積
む
川
舟
を
五
艘
充
て
て
い
た
。
五
、
御
供
船
の
一
番
と
し
て
年
寄
衆
の
船
、
六
、
御

供
船
の
二
番
目
は
御
用
役
衆
の
船
、
七
、
御
年
寄
衆
に
渡
さ
れ
る
賃
船
で
多
く
の
家
臣
団
の
所
持
す
る
諸
荷
物
が
積
み
込
ま
れ
て
い

た
。
二
〇
〇
余
艘
の
川
舟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
船
印
を
掲
げ
て
い
た
。

　

御
帰
城
の
当
日
は
遠
見
人
足
が
大
和
領
で
は
宇
野
、
五
條
、
須
恵
、
真
土
峠
の
四
か
所
へ
置
か
れ
、
上
夙
村
か
ら
人
足
を
申
付
け

た
。
三
、四
日
前
に
上
組
大
庄
屋
が
道
筋
を
見
分
し
、
村
々
の
人
足
を
上
夙
村
に
集
め
て
、
人
足
の
心
得
と
し
て
、「
殿
様
御
駕
慥
ニ
拝

ミ
候
而
か
け
ぬ
け
橋
本
ヘ
参
リ
、
御
殿
御
玄
関
ニ
而
声
高
ニ
私
義
遠
見
人
足
ニ
而
御
座
候
、
宇
野
ニ
而
拝
ミ
夫

か
け
抜
ケ
参
候
」

と
唱
え
、
そ
の
後
の
や
る
べ
き
行
動
を
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。
橋
本
の
横
渡
し
船
の
船
頭
共
も
大
庄
屋
元
へ
呼
寄
せ
ら
れ
、
不
審
者
を

見
つ
け
た
な
ら
ば
す
ぐ
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
在
々
へ
は
盗
人
の
用
心
、
火
の
用
心
、
到
着
の
一
両
日
前
か
ら
出
発
し
た
後

ま
で
在
々
野
山
焼
き
を
禁
止
し
、
野
山
で
鉄
砲
を
打
た
な
い
こ
と
、
乱
心
躰
の
者
が
御
道
筋
へ
出
て
来
な
い
こ
と
の
触
を
出
し
て
、
藩
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主
滞
在
中
に
お
け
る
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。

　

出
船
当
日
に
大
川
筋
で
は
篝
を
焼
い
た
が
、
川
の
様
子
は
常
に
変
化
す
る
の
で
、
篝
の
場
所
は
川
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
る
船
頭
や

在
々
の
者
の
意
見
も
聞
い
て
い
る
。
元
文
元
年
の
篝
焼
き
の
場
所
は
、
寺
領
の
清
水
村
領
三
軒
茶
屋
の
塙
尻
り
、
岸
が
は
な
東
の
角
、

小
田
井
の
井
関
の
瀬
、
学
文
路
の
渡
し
場
の
上
ミ
手
、
小
田
井
の
下
モ
の
大
岩
、
入
郷
車
屋
の
浦
、
慈
尊
院
の
酒
屋
新
五
郎
浦
、
金
屋

前
の
油
屋
の
下
、
兄
村
前
エ
、
大
谷
前
塙
尻
り
、
折
居
前
鞍
出
し
の
角
、
背
之
山
中
山
の
か
た
の
一
二
か
所
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
地
所
を
参
考
に
し
、
橋
本
町
方
川
舟
仲
間
の
船
頭
た
ち
や
在
々
へ
も
問
い
合
わ
せ
て
篝
焼
き
の
場
所
を
決
め
て
、
伊
都
郡
奉
行
・
御

代
官
所
へ
申
達
し
、
指
図
を
う
け
て
焼
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。
篝
火
を
目
印
に
し
て
危
険
な
場
所
を
回
避
し
な
が
ら
川
舟
の
一
行
は
紀

の
川
を
下
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
先
頭
に
は
「
奥
の
番
衆
」
に
よ
る
一
艘
の
川
舟
が
「
御
先
御
用
」
と
し
て
先
導
し
た
。
大
須
賀
善
兵
衛

ら
「
奥
の
番
衆
」
ら
三
人
が
一
艘
の
船
に
乗
っ
て
御
召
船
を
先
導
し
た
。

　

二
〇
〇
艘
余
の
大
船
団
を
率
い
た
一
行
が
紀
の
川
を
下
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
威
風
堂
々
と
し
た
光
景
は
、
川
岸
で
見
送
る
領
民
の
目

に
ど
の
よ
う
に
写
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
五
十
五
万
石
の
大
大
名
の
権
威
を
領
民
に
示
す
に
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
刻
に
田
井
の

瀬
の
渡
し
場
で
川
舟
を
降
り
て
和
歌
山
城
下
へ
入
り
帰
城
し
て
、
江
戸
か
ら
の
長
い
旅
を
終
え
た
。

ま
と
め

　

第
六
代
紀
州
藩
主
徳
川
宗
直
は
、
在
任
中
に
江
戸
御
参
府
は
一
七
回
に
及
ん
で
お
り
、
和
歌
山
と
江
戸
間
を
三
四
回
往
来
し
て
い
る

が
、
元
禄
期
に
京
都
・
大
坂
を
通
る
上
方
街
道
が
本
街
道
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
数
の
一
七
回
も
初
代
徳
川
頼
宣
以
来
の
松

坂
を
経
由
す
る
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
支
藩
の
西
條
藩
か
ら
紀
州
藩
主
と
な
っ
た
宗
直
の
所
領
の
状
況
と
領
民
の
生

活
を
早
く
知
ろ
う
と
し
た
思
い
が
あ
っ
た
。

　

松
坂
な
ど
伊
勢
領
へ
は
多
く
の
紀
州
藩
士
が
伊
勢
街
道
を
通
っ
て
赴
任
し
た
。
綛
商
人
な
ど
の
諸
商
人
も
紀
州
と
伊
勢
の
間
を
往
来
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し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
勢
街
道
は
奥
吉
野
の
山
岳
地
帯
を
通
り
抜
け
る
の
が
大
変
で
、
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
は
幕
府
か
ら
大
和
に
三

領
（
土
田
・
越
部
・
鷲
家
）
を
参
勤
交
代
の
費
用
に
供
す
る
目
的
で
紀
州
藩
の
支
配
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
大

和
三
領
は
紀
州
藩
伊
都
郡
奉
行
・
御
代
官
の
管
轄
地
で
、
参
勤
交
代
に
は
口
六
郡
の
大
庄
屋
が
三
領
の
詰
所
に
集
ま
っ
た
。

　

紀
州
藩
で
は
、
和
歌
山
と
松
坂
間
は
三
泊
四
日
の
行
程
が
通
例
で
あ
る
が
、
奥
吉
野
の
山
岳
地
帯
か
ら
和
勢
の
国
境
の
高
見
峠
を
越

え
る
街
道
だ
け
に
か
な
り
の
強
行
軍
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
伊
勢
街
道
の
維
持
に
巡
視
や
修
復
は
怠
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
問
題
と
し
た
、
延
享
元
年
卯
月
の
「
御
参
府
・
御
帰
城
之
節
覚
書
帳
」
は
、
参
勤
交
代
の
一
行
を
う
け
入
れ
る
橋
本
町
方
の

状
況
を
記
し
て
い
る
。
通
行
す
る
伊
勢
街
道
の
整
備
、
藩
主
の
宿
泊
所
と
な
る
橋
本
御
殿
の
受
け
入
れ
の
準
備
や
多
数
の
家
臣
団
の
宿

所
に
あ
て
る
民
家
の
確
保
、
橋
本
か
ら
和
歌
山
へ
下
る
川
舟
二
百
余
艘
の
確
保
と
早
朝
の
出
船
時
の
迅
速
な
河
岸
へ
の
着
岸
と
乗
船
な

ど
詳
細
な
計
画
を
練
っ
て
い
る
。
ま
た
暗
い
早
朝
の
出
船
の
た
め
、
事
故
を
回
避
す
る
必
要
か
ら
川
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
る
人
を
配

置
し
、
隨
所
で
篝
火
を
燃
や
し
た
こ
と
な
ど
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
準
備
に
橋
本
町
や
東
家
村
と
周
辺
の
伊
都
郡
の
村
々

が
課
せ
ら
れ
た
負
担
は
実
に
大
き
か
っ
た
。

　

紀
の
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
二
〇
〇
余
艘
の
川
舟
の
大
船
団
が
下
っ
て
行
く
参
勤
交
代
の
一
行
を
途
中
の
村
々
の
人
々
は
紀
の
川
の
川

辺
で
見
送
っ
た
が
、
封
建
領
主
と
し
て
の
威
厳
と
権
威
を
示
し
た
。

（
付
記
）
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
吉
野
町
教
育
委
員
会
の
御
教
示
を
う
け
た
。
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

注（
１
）
藤
本
清
二
郎
「
紀
伊
徳
川
家
の
参
勤
路
・
江
戸
通
行
路
―
川
俣
街
道
か
ら
上
方
街
道
―
」（『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

第
三
六
号
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
刊
）、『
紀
州
藩
主
徳
川
吉
宗
―
明
君
伝
説
・
宝
永
地
震
・
隠
密
御
用
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
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二
〇
一
六
年
十
二
月
一
日
刊
）、「
紀
州
時
代
吉
宗
史
の
再
構
成
―
『
南
紀
徳
川
史
』
歴
史
像
の
克
服
―
」（『
紀
州
経
済
史
、
文

化
史
研
究
所
紀
要
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
刊
）
で
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

（
２
）『
橋
本
市
史
』
近
世
史
料
Ⅰ
』（
橋
本
市
、
二
〇
〇
七
年
三
月
刊
）
一
八
〜
三
四
頁
。

（
３
）『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
冊
（
名
著
出
版
、
一
九
七
〇
年
九
月
刊
）
七
三
頁
に
、「
十
五
代
史
ニ
曰
、
閏
十
二
月
十
七
日
、
尾
紀
両

卿
参
府
」
と
あ
る
。

（
４
）
前
掲
「
紀
伊
徳
川
家
の
参
勤
路
・
江
戸
通
行
路
」。

（
５
）
前
掲
注
（
４
）
の
論
文
の
「
第
一
表
頼
宣
の
参
勤
・
帰
国
一
覧
」
参
照
。

（
６
）『
松
坂
市
史
』
第
十
一
巻
（
史
料
篇
近
世
⑴
政
治
、
松
坂
市
、
一
九
八
二
年
刊
）
九
四
頁
、「
勢
州
役
」。

（
７
）
前
掲
注
（
４
）
一
二
頁
。

（
８
）
前
掲
注
（
４
）
一
九
頁
。

（
９
）
前
掲
注
（
３
）
四
五
〇
頁
。

（
10
）
前
掲
注
（
４
）「
一
七
世
紀
末
〜
一
八
世
紀
初
め
の
参
勤
路
。
江
戸
通
行
路
―
綱
教
・
頼
職
・
吉
宗
期
―
」
参
照
。

（
11
）『
南
紀
徳
川
史
』
第
二
冊
（
名
著
出
版
、
一
九
七
〇
年
刊
）
三
頁
。

（
12
）
前
掲
注
（
４
）「
第
一
七
表　

宗
直
以
降
藩
主
の
参
勤
・
帰
国
」
参
照
。

（
13
）
前
掲
注
（
11
）
一
七
頁
。

（
14
）
前
掲
注
（
11
）
二
〇
頁
。

（
15
）
前
掲
注
（
11
）
二
一
頁
。

（
16
）『
本
宮
町
史
』
近
世
史
料
編
（
本
宮
町
一
九
九
七
年
三
月
刊
）
三
五
五
〜
三
六
一
頁
、「
寛
政
五
年
三
月
、
本
宮
再
建
之
勧
化
願

ニ
付
公
儀
寺
社
奉
行
板
倉
周
防
守
殿

御
尋
有
之
候
ニ
付
一
條
留　

本
宮
社
中
惣
代　

音
無
靭
負
」。
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延享元年、徳川宗直の御帰城と橋本町方

（
17
）『
紀
伊
南
牟
婁
郡
誌
』
上
巻
（
名
著
出
版
、
一
九
七
一
年
刊
）
三
六
〇
頁
。

（
18
）
拙
著
『
紀
州
藩
の
政
治
と
社
会
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
刊
）
八
八
頁
。

（
19
）
前
掲
注
（
18
）
八
八
頁
。

（
20
）
前
掲
注
（
４
）
二
一
頁
、「
第
一
七
表
参
照
。

（
21
）『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
冊
（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
刊
）
三
〇
一
〜
三
〇
三
頁
「
紀
勢
石
高
地
味
物
産
」
よ
り
引
用
し
た
。

（
22
）
前
掲
注
（
６
）
九
三
〜
九
五
頁
、「
天
保
十
五
年
諸
手
代
諸
同
心
等
人
数
調
」。

（
23
）
前
掲
注
（
２
）
五
七
七
〜
五
七
八
頁
、「
船
仲
間
銀
札
拝
借
願
」

（
24
）
前
掲
注
（
21
）
三
一
六
〜
三
七
七
頁
。

（
25
）
前
掲
注
（
２
）
六
三
六
〜
六
三
九
頁
、「
綛
荷
物
橋
本
御
伝
馬
所
継
立
て
願
」。

（
26
）
前
掲
注
（
２
）
一
八
〜
三
四
頁
。

（
27
）
前
掲
注
（
２
）
三
二
〜
三
四
頁
。

以
下
引
用
し
て
い
る
史
料
は
、「
御
参
府
、
御
帰
城
之
節
覚
書
帳
」
に
掲
載
す
る
史
料
で
あ
る
。




